
 

第 2 行政評価・監視結果 

 

1 感染症対策をめぐる背景事情 

調査の結果 説明図表番号 

⑴ 近年における感染症の発生動向 

  感染症は、大気、水、土壌及び人を含む動物に存在する病原性の微生物

（細菌及びウイルス）が人体に侵入することで引き起こされる疾病である。

厚生労働省の「感染症発生動向調査」の結果によれば、我が国における感

染症の発生数は、平成 23 年から 27 年までの 5年間で、結核（2類感染症）、

腸管出血性大腸菌感染症（3類感染症）を中心に（注 1）、4万人台から 5万

人台の間で推移している。我が国においては、感染症の予防及び感染症の

患者に対する医療に関する法律（平成 10 年法律第 114 号。以下「感染症

法」という。）が制定される前の昭和 62 年にラッサ熱の輸入例が 1 例報告

されたほかは、平成 11 年の感染症法の施行以降、1類感染症の患者の発生

は報告されていない。 

一方、国外における感染症の発生動向をみると、近年では、1類感染症の

エボラ出血熱の大規模流行が、平成 25 年 12 月のギニアに端を発し、シエ

ラレオネ、リベリアを加えた西アフリカ 3か国を中心に拡大した。平成 26

年 8 月 6日及び 7日には、世界保健機関（World Health Organization。以

下「ＷＨＯ」という。）においてエボラ出血熱に関する緊急委員会が開催さ

れ、同年 8 月 8 日、この流行は「国際的に懸念される公衆の保健上の緊急

事態」と宣言され、世界的に対策が強化された。平成 28 年 3 月 29 日によ

うやく緊急事態の終結が宣言されたものの、2万 8,000 人以上の感染者、1

万 1,000 人以上の死亡者を出し、大きな傷跡を残した。現地では、エボラ

出血熱患者の診療に従事した 800 人以上の医療従事者が感染し、500 人以

上が死亡した。また、米国やスペインでも、エボラ出血熱患者の診療を介

して、医療従事者への院内感染が発生した。ちなみに、我が国においては、

平成 26 年 10 月に国内初のエボラ出血熱の疑似症患者（感染症の臨床的特

徴を呈する者）が確認されたのを始め、9 件の感染疑い事例が発生したも

のの、最終的にはエボラ出血熱患者ではないことが確認された。 

エボラ出血熱については、平成 27 年 9 月から 12 月にかけてリベリア、

シエラレオネ及びギニアでそれぞれ終息が宣言されたが、その後も、エボ

ラ出血熱の患者は発生している（最近では、平成 29 年 5 月にコンゴ民主共

和国で発生）。 

また、平成 24 年 9 月以降、サウジアラビアやアラブ首長国連邦等の中東

地域の国々を中心に、2 類感染症である中東呼吸器症候群（Middle East 

Respiratory Syndrome。以下「ＭＥＲＳ」という。）の患者が発生しており、

29 年 10 月 9 日現在、2,090 人の感染者（うち死亡者は少なくとも 730 人）

が確認されている（注2）。世界各国においてもＭＥＲＳの輸入症例が確認さ
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れており、平成 27 年 5 月、韓国において輸入症例が発生し、医療機関を中

心に感染が拡大した。平成 27 年 12 月にＷＨＯの基準に基づく感染終息が

発表されるまでに 186 人の感染者（うち死亡者 38 人）が発生している。 

このほか、2類感染症の鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1）については、東南ア

ジアを中心に、中東、アフリカ等において、平成 15 年 11 月から 29 年 9 月

27 日までの間に、860 人の感染者（うち死亡者 454 人）が発生している。

また、平成 25 年 3 月以降、中国を中心に、同じく 2類感染症の鳥インフル

エンザ（Ｈ7Ｎ9）の患者が発生しており、29 年 9 月 27 日現在、1,564 人の

感染者（うち死亡者 612 人）が発生している（注 3、4）。 

このように、国外においては、国際的に脅威となる感染症（注 5）の発生

及び流行について、引き続き十分な注意が必要な状況となっている。 

（注）1 感染症法は、感染症の感染力、罹
り

患した場合の重篤性、予防方法や治療方法

の有効性等により、感染症の類型を 1 類感染症から 5 類感染症等に整理し、類

型ごとに就業制限、入院等の措置を講ずることができると定めている。 

1 類感染症は、感染力、罹
り

患した場合の重篤性等に基づく総合的な観点からみ

た危険性が極めて高い感染症であり、対象疾病はエボラ出血熱、クリミア・コ

ンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病及びラッサ熱であ

る。 

    2 類感染症は、感染力、罹
り

患した場合の重篤性等に基づく総合的な観点から

みた危険性が高い感染症であり、対象疾病は急性灰白髄炎、結核、ジフテリア、

重症急性呼吸器症候群（Severe Acute Respiratory Syndrome。以下「ＳＡＲ

Ｓ」という。）、ＭＥＲＳ及び鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1、Ｈ7Ｎ9）である。 

    3 類感染症は、特定の職業への就業によって感染症の集団発生を起こし得る

感染症であり、対象疾病はコレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸

チフス及びパラチフスである。      

      結核及び腸管出血性大腸菌感染症以外に発生数の多い感染症としては、レジ

オネラ症（4類感染症）、アメーバ赤痢、後天性免疫不全症候群（無症候性キャ

リア）、侵襲性肺炎球菌感染症、風しん（いずれも 5類感染症）等がある。 

2 最近でも、平成 29 年 1月から 9月にかけて、サウジアラビアやカタール、ア

ラブ首長国連邦で発生している（感染者 205 人、うち死亡者 52 人）。 

3 最近でも、平成 29 年 1月から 9月にかけて、鳥インフルエンザ（Ｈ7Ｎ9）が

中国や台湾で発生している（感染者 599 人、うち死亡者 90 人）ほか、鳥インフ

ルエンザ（Ｈ5Ｎ1）も同年 2 月、4 月及び 8 月にエジプト及びインドネシアで

発生している（感染者 4人、うち死亡者 2人）。 

4 なお、蚊媒介感染症の一つであるジカウイルス感染症は、平成 27 年 5 月以

降、ブラジル等中南米で多数の患者が報告されているが、ジカウイルス感染と

ギラン・バレー症候群や胎児の小頭症との関連が疑われ、28 年 2月 1日、ＷＨ

Ｏは小頭症及び神経障害の集団発生について「国際的に懸念される公衆の保健

上の緊急事態」に該当すると宣言した。これを踏まえ、我が国では、ジカウイ

ルス感染症は 4類感染症及び検疫感染症に位置付けられている（検疫感染症は、

①1類感染症、②新型インフルエンザ等感染症及び③国内に常在しない感染症の

うち、その病原体が国内に侵入することを防止するためその病原体の有無に関

する検査が必要なものとして検疫法施行令（昭和 26 年政令第 377 号）で定める

もの（例えば、ＭＥＲＳ、鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1、Ｈ7Ｎ9））から成るが、

ジカウイルス感染症は、③に該当するものである。）。ちなみに、平成 28 年 11

月 18 日、ＷＨＯはジカウイルス感染症に関する「国際的に懸念される公衆の保

健上の緊急事態」の終了を宣言した。 
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5 「国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本方針」（平成 27 年 9 月

11 日国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議決定）において、「エボラ出血

熱、ＭＥＲＳ等、国境を越えて感染が拡大し、我が国でも、国民の生命、健康は

もとより広く国民生活、経済活動等に対して重大な影響を与えるおそれがある

感染症」とされている。 

 

⑵ 訪日外国人旅行者数・出国日本人数の推移と我が国への感染症の侵入リ

スク 

近年の急速なグローバル化の進展に伴い、国境を越えた人や物資の移動

がより一層迅速・大量となったことにより、感染症は世界規模で拡大しや

すい状況となっている。 

このような状況の下、我が国に入国する外国人や出国する日本人の動向

について、日本政府観光局（Japan National Tourism Organization：ＪＮ

ＴＯ）の資料による「訪日外国人旅行者数・出国日本人数」の推移をみる

と、前回の東京オリンピック競技大会が開催された昭和 39 年当時は 48 万

人（訪日 35 万人、出国 13 万人）であったものが、感染症法が施行された

平成 11 年で 2,080 万人（訪日 444 万人、出国 1,636 万人）、25 年では 2,784

万人（訪日 1,036 万人、出国 1,747 万人。なお、四捨五入の関係で（ ）

外の訪日外国人旅行者数・出国日本人数と（ ）内の訪日外国人旅行者数

及び出国日本人数の合計は一致しない。）、28年には 4,115 万人（訪日 2,404

万人、出国 1,712 万人。なお、四捨五入の関係で（ ）外の訪日外国人旅

行者数・出国日本人数と（ ）内の訪日外国人旅行者数及び出国日本人数

の合計は一致しない。）に達している。特に訪日外国人旅行者数について

は、政府が観光立国実現に向けた各種施策を推進してきたこともあって、

近年急増しており、「明日の日本を支える観光ビジョン」（平成 28 年 3 月

30 日明日の日本を支える観光ビジョン構想会議決定）において、東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会が開催される平成 32 年の訪日外国人

旅行者数の目標が「4,000 万人」と設定され、その達成に向けた各種取組

が実施されること等を踏まえると、今後も訪日外国人旅行者数は一層増加

することが見込まれる。 

上記⑴で述べたとおり、我が国においては、これまでのところ、感染力

や罹
り

患した場合の重篤性等からみた危険性が極めて高い 1類感染症の患者

の発生はほとんどみられず、そのような実績や地理的条件を考慮すると、

我が国に 1類感染症の患者が侵入するリスクは比較的低いという指摘も見

受けられる。しかしながら、国外においては、エボラ出血熱やＭＥＲＳ等

の国際的に脅威となる感染症の発生及び流行に引き続き十分な注意が必

要な状況となっている中で、平成 32 年の東京オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会の開催を控え、世界の各地域から我が国を訪れる外国人旅行者

の数が今後更に増加すると予想されること等を踏まえると、我が国への感

染症、取り分け 1類感染症の侵入リスクに対し十分な注意が必要なのでは
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ないかと考えられる。 

 

⑶ 感染症対策の概要 

ア 感染症対策に係る法的制度の概要 

我が国の感染症対策に関係する法律としては、①感染症の予防及び感

染症の患者に対する医療に関する総合的な施策を推進し、感染症の発生

の予防とそのまん延の防止を図ることを目的とする感染症法を始めとし

て、②国内に常在しない感染症の病原体が船舶又は航空機を介して国内

に侵入することを防止すること等を目的とする検疫法（昭和 26 年法律第

201 号）や、③新型インフルエンザ等に対する対策の強化を図ることで、

その発生時に国民の生命・健康を保護し、国民生活及び国民経済に及ぼ

す影響が最小となるようにすることを目的とする新型インフルエンザ等

対策特別措置法（平成 24 年法律第 31 号）が挙げられる。 

本行政評価・監視結果に基づく勧告の柱である「検疫所における水際

対策の徹底・充実」及び「感染症のまん延防止対策の徹底・充実」に関

わるものとして、感染症法及び検疫法に係る制度の概要について、以下

のとおり述べていく。 

 

(ｱ) 感染症法に係る制度の概要 

我が国の感染症対策については、従前は伝染病予防法（明治 30 年法

律第 36 号）、性病予防法（昭和 23 年法律第 167 号）等に基づき行われ

ていたが、①これまで知られていなかった感染症（新興感染症）の出

現等（注 6）や、②感染症を取り巻く状況の変化（注 7）等を背景に、伝

染病予防法等に代わる新たな法律として感染症法が平成 10 年 10 月 2

日に公布され、11 年 4 月 1 日から施行された（感染症法の制定によ

り、伝染病予防法、性病予防法及び後天性免疫不全症候群の予防に関

する法律（平成元年法律第 2号）は廃止）。 

感染症法の制定により構築された感染症対策の概要は、以下のとお

りである。 

① 感染症の発生・拡大に備えた事前対応型行政の構築 

・ 感染症発生動向調査体制の整備・確立 

・ 国及び都道府県における総合的な取組の推進（関係各方面との

連携を図るため、国が感染症予防の基本指針、都道府県が予防計

画をあらかじめ策定し、公表） 

・ インフルエンザ、性感染症等に係る特定感染症予防指針の策定・

公表 

② 感染症類型と医療体制の再整理 

・ 各感染症の感染力、感染した場合の重篤性、予防方法や治療方

法の有効性等を踏まえ、感染症の類型を 1 類感染症から 4 類感染
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症、指定感染症及び新感染症に整理 

・ 感染症の類型ごとに、健康診断、就業制限、入院等の実施につ

いて規定 

③ 患者等の人権尊重に配慮した入院手続の整備 

・ 感染症の類型に応じた就業制限や入院の実施 

・ 患者の意思に基づく入院を促す入院勧告制度の導入 

・ 都道府県知事（保健所長）による 72 時間を限度とする入院の実

施 

④ 感染症のまん延防止に資する必要十分な消毒等の措置の整備 

・ 1 類感染症、2類感染症又は 3類感染症のまん延を防止するため

の消毒等の実施 

・ 1 類感染症のまん延防止のための建物に対する立入制限等 

その後、感染症法については、平成 15 年 10 月（注 8）、18 年 12 月

（注 9）、20 年 5 月（注 10）及び 26 年 11 月（注 11）にそれぞれ一部改正

が行われている。 

（注）6 昭和 45 年以降、少なくとも 30 以上の新興感染症（例えば、エボラ出血

熱、後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、腸管出血性大腸菌感染症（Ｏ157）、

Ｃ型肝炎）が出現し、また、近い将来克服されると考えられてきた結核、

マラリア等の感染症（再興感染症）が人類に再び脅威を与えている状況が

あった。 

7 旧伝染病予防法は、明治 30 年の制定以来 100 年以上経過していたが、

この間、医学・医療の進歩、衛生水準の向上、国民の健康・衛生意識の向

上、人権の尊重及び行政の公正性・透明性の確保の要請、国際交流の活発

化、航空機による大量輸送の進展など、感染症を取り巻く状況は大きく変

化していた。 

8 平成 15 年改正法の内容は、同年の海外における新興感染症であるＳＡ

ＲＳの発生等を踏まえ、①感染症の類型の見直し（1 類感染症にＳＡＲＳ

及び痘そうを追加するとともに、従前の 4類感染症を新たな 4類感染症と

5類感染症に区分）、②緊急時における疫学調査や患者の入院、消毒等に関

する国から都道府県等に対する指示の創設、③海外での動物由来感染症の

発生に対応した動物の輸入届出制の創設等である。 

9 平成 18 年改正法の内容は、①病原体等の管理体制の確立（病原性、感染

力、重篤度等に応じて、病原体等を 1種病原体等から 4種病原体等までに

分類し、所持、輸入等の禁止、許可、届出、基準の遵守等の規制を創設）、

②感染症の類型の見直し（南米出血熱を 1類感染症に、結核を 2類感染症

にそれぞれ追加するとともに、ＳＡＲＳを 1類感染症から 2類感染症に、

コレラ、細菌性赤痢、腸チフス及びパラチフスを 2類感染症から 3 類感染

症にそれぞれ変更）、③結核予防法（昭和 26 年法律第 96 号）の廃止及び

感染症法への統合、④患者の人権尊重のための手続の改善（入院勧告を行

う際の患者側の意見聴取手続や患者の処遇等に関する苦情申出制度の創

設等）等である。 

       10 平成 20 年当時、鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1）が鳥から人に感染する事

例が増えており、この鳥インフルエンザのウイルスが人から人に感染する

形に変異し、人類にとって新型のインフルエンザが出現するのではないか

と危惧されていた。これを踏まえ、平成 20 年改正法により、感染症の類

型に「新型インフルエンザ等感染症」（新型インフルエンザ及び再興型イ
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ンフルエンザ）が追加されるとともに、新型インフルエンザ等感染症が発

生した場合の措置等に関する諸規定が整備された。 

       11 平成 26 年改正法の内容は、①感染症の類型の見直し（政令により暫定

的に 2類感染症として扱われていた鳥インフルエンザ（Ｈ7Ｎ9）及びＭＥ

ＲＳを 2 類感染症に位置付け）、②感染症に関する情報の収集体制の強化

（都道府県知事（緊急時は厚生労働大臣）は、全ての感染症の患者等に対

し検体の採取等に応じること、また、医療機関等に対し保有する検体を提

出すること等を要請できる旨の規定を整備等）等である。 

 

(ｲ) 検疫法に係る制度の概要 

検疫法は、「国内に常在しない感染症の病原体が船舶又は航空機を介

して国内に侵入することを防止するとともに、船舶又は航空機に関し

てその他の感染症の予防に必要な措置を講ずること」を目的としてい

る。 

検疫法において、外国から来航した船舶又は外国から来航した航空

機（以下「船舶等」という。）の長は、検疫済証又は仮検疫済証の交付

を受けた後でなければ、当該船舶を国内の港に入れ、又は当該航空機

を検疫飛行場以外の国内の場所（港の水面を含む。）に着陸させ、若し

くは着水させてはならないとされている。また、船舶等の長が検疫済

証又は仮検疫済証の交付を受けた後でなければ、何人も、当該船舶か

ら上陸し、若しくは物を陸揚げし、又は当該航空機及び検疫飛行場ご

とに検疫所長が指定する場所から離れ、若しくは物を運び出してはな

らないとされている。 

検疫所長は、①検疫感染症につき、船舶等に乗って来た者、水先人

等に対する診察及び船舶等に対する病原体の有無に関する検査を行

い、又は検疫官をしてこれを行わせることができ、②当該船舶等を介

して検疫感染症の病原体が国内に侵入するおそれがないと認めたとき

は、当該船舶等の長に対して、検疫済証を交付しなければならず、③

検疫済証を交付することができない場合においても、当該船舶等を介

して検疫感染症の病原体が国内に侵入するおそれがほとんどないと認

めたときは、当該船舶等の長に対して、一定の期間を定めて、仮検疫

済証を交付することができるとされている。また、④検疫感染症の病

原体に汚染し、又は汚染したおそれのある船舶等について、合理的に

必要と判断される限度において、ⅰ）1 類感染症又は新型インフルエ

ンザ等感染症の患者を隔離し、又は検疫官をして隔離させること、ⅱ）

1 類感染症又は新型インフルエンザ等感染症の病原体に感染したおそ

れのある者を停留し、又は検疫官をして停留させること、ⅲ）検疫感

染症の病原体に汚染し、若しくは汚染したおそれのある物若しくは場

所を消毒し、若しくは検疫官をして消毒させ、又はこれらの物であっ

て消毒により難いものの廃棄を命ずること等の措置の全部又は一部を

採ることができるとされている。 
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平成 10 年 10 月、国内への感染症の侵入防止のための施策の充実及

び感染症法における国内の感染症対策と連携した対応を図るため、感

染症法の制定に合わせて検疫法の一部改正が行われ、以下のような措

置が講じられた。 

① 1 類感染症を検疫感染症に追加し、1類感染症の患者や 1類感染症

に感染したおそれのある者を隔離・停留の対象とすること。 

② 隔離・停留の方法、場所等を改めるとともに、隔離・停留の解除

に係る所要の手続を定めること。 

③ 検疫所長は、出入国しようとする者に対し、検疫感染症の外国に

おける発生の状況等について情報の提供を行うこととするととも

に、そのための情報の収集、整理及び分析に努めるものとすること。 

平成 15 年 10 月には、同年の海外におけるＳＡＲＳの発生等を踏ま

え、感染症法と併せて検疫法の一部改正が行われ、以下のような措置

が講じられた（注 12）。 

① 検疫感染症に「国内に常在しない感染症のうちその病原体が国内

に侵入することを防止するためその病原体の有無に関する検査が必

要なものとして政令で定めるもの」を追加したこと。 

② 仮検疫済証が交付された場合において、検疫所長は、検疫感染症

の病原体に感染したおそれのある者で停留されないものに対し、ⅰ）

旅券の提示を求め、ⅱ）当該者の国内における居所及び連絡先、氏

名、年齢、性別、国籍、職業並びに旅行の日程並びに当該者が検疫

感染症の病原体に感染したことが疑われる場所について報告を求

め、ⅲ）一定の期間内において当該者の体温その他の健康状態につ

いて報告を求め、若しくは質問を行い、又は検疫官をしてこれらを

行わせることができることとしたこと。 

③ 検疫所長は、上記②の報告又は質問の結果、健康状態に異状を生

じた者を確認したときは、当該者に対し、保健所その他の医療機関

において診察を受けるべき旨その他検疫感染症の予防上必要な事項

を指示するとともに、当該者の居所の所在地を管轄する都道府県知

事等に、当該者の健康状態及び当該指示した事項並びに上記②によ

り報告を求めた事項を通知しなければならないこととしたこと。 

④ 厚生労働大臣は、外国に新感染症が発生した場合において、当該

新感染症の発生を予防し、又はそのまん延を防止するため緊急の必

要があると認めるときは、検疫所長に、当該新感染症にかかってい

ると疑われる者に対する診察を行わせることができることとしたこ

と。 

（注）12 その後、平成 18 年 12 月に、コレラ及び黄熱を検疫感染症から除外す

ること等を内容とする検疫法の一部改正が、20 年 5 月には、①新型イン

フルエンザ等感染症を隔離、停留等を実施する検疫感染症とすること、

②新型インフルエンザ等感染症の患者の隔離や新型インフルエンザ等感
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染症の病原体に感染したおそれのある者の停留について、その方法等を

定めること、③検疫所長は、仮検疫済証を交付する場合に、新型インフル

エンザ等感染症の病原体に感染したおそれのある者で停留されないもの

に対し、旅券の提示を求め、又は国内における居所、連絡先、氏名、旅行

の日程等について報告を求めることができるものとするとともに、報告

された事項を当該者の居所の所在地を管轄する都道府県知事に通知しな

ければならないこととすること等を内容とする検疫法の一部改正が行わ

れた。 

 

イ 国際的に脅威となる感染症対策の強化に係る取組の概要 

平成 25 年から 26 年にかけてエボラ出血熱が西アフリカで大規模流行

した際、我が国では、海外で邦人の感染が確認された場合や国内で感染

が確認された場合に備え、26 年 10 月に内閣総理大臣を主宰とする「エ

ボラ出血熱対策関係閣僚会議」を設置し、政府一体となった取組を行っ

た。また、平成 27 年 5 月の韓国におけるＭＥＲＳの感染拡大の際にも、

我が国において水際対策等の強化を行った。 

西アフリカにおけるエボラ出血熱や韓国におけるＭＥＲＳの感染拡大

事案は、流行国の国民生活及び経済活動への甚大な影響のみならず、国

際社会にも大きな衝撃と不安を与えたところであり、これらと同様に国

際的に脅威となる感染症は今後も発生する可能性があるとして、政府は、

このような感染症への対策について、関係行政機関の緊密な連携の下、

その効果的かつ総合的な推進を図るため、平成 27 年 9 月に内閣総理大臣

を主宰とする「国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議」を設置し、

「国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本方針」を同閣僚会

議で決定した。この基本方針では、まず「基本的な方向性」として、①

国際的に脅威となる感染症に係る国際的な対応と国内対策の一体的推

進、②国際的に脅威となる感染症の発生国・地域に対する我が国の貢献

及び役割の強化、③国際的に脅威となる感染症に対する国内の対応能力

の向上による危機管理体制の強化の 3 点が示されている。次に「重点的

に強化すべき事項」として、①国際協力及び海外情報収集等の強化、②

国内における感染症に係る危険性の高い病原体等の検査・研究体制の整

備、③国際社会において活躍する我が国の感染症対策に係る人的基盤の

充実方策、④国内における感染防止対策及び在外邦人の安全対策の強化

といった事項が挙げられている。 

また、上記閣僚会議は、平成 28 年 2 月、上記基本方針に基づき、32 年

度までを計画期間とする「国際的に脅威となる感染症対策の強化に関す

る基本計画」（以下「感染症対策強化基本計画」という。）を策定した。

感染症対策強化基本計画では、五つの重点プロジェクト（施策群）及び

67 の各分野別施策が定められている。このうち、重点プロジェクト（施

策群）の一つである「感染症国内対処能力強化プロジェクト」における

「国内関係機関の体制等の強化」では、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 9 -



 

① 検疫所において、諸外国における感染症の発生や訪日外国人旅行者

の増加に対応するため、人的体制を整備するとともに、感染症の疑い

のある者の待機室（陰圧室）、空調等の設備、発熱者を発見するための

サーモグラフィー等の機器の整備を計画的に進めることにより、必要

な検疫機能の強化を図る 

② 国内における感染症発生時に適切な対応を行うため、1 類感染症及

び 2類感染症に対する感染症指定医療機関（注13）の運営に対する継続

的な補助を行うとともに、第 1 種感染症指定医療機関が未整備の県の

解消を図る 

等とされている。加えて、各分野別施策についても、「国内における感染

症防止対策及び在外邦人の安全対策の強化」における「検疫所等関係機

関の対処能力の向上及び国内で感染（疑いを含む）が確認された場合の

対応の確保」では、 

① 検疫所において、関係機関と連携したエボラ出血熱患者の搬送訓練

等の感染症措置訓練、検査に関する最新の知見・検査技術を習得する

検査技術研修等を毎年度実施する 

② 地方自治体及び感染症指定医療機関等において、関係機関間で連携

したエボラ出血熱等の患者の搬送訓練等感染症発生時等の対応訓練及

び研修会等を継続的に実施する 

③ 感染症患者の移送について、保健所等の体制が十分に整っていない

地域における消防機関と保健所等との連携体制の構築に向けた取組を

促進する 

等とされている。 

（注）13 感染症指定医療機関は、感染症患者に対し早期に良質かつ適切な医療を提

供し、その重症化を防ぐため、新感染症の所見がある者又は 1類感染症、2類

感染症若しくは新型インフルエンザ等感染症の患者等の入院を担当させる医

療機関として、厚生労働大臣又は都道府県知事が指定するものであり、担当

する感染症の類型等に応じて、特定感染症指定医療機関、第 1 種感染症指定

医療機関及び第 2種感染症指定医療機関に区分される（項目 3細目(1)参照）。  

ウ 1類感染症への対応に関する検討の状況

厚生労働省は、西アフリカを中心に感染拡大したエボラ出血熱への対

応での様々な経験を踏まえつつ、今後国際的に脅威となる感染症が発生

する可能性を見据えて、これらの感染症の発生予防及びまん延防止のた

めの対策を強化することが重要であるとして、1類感染症のうち、特にウ

イルス性出血熱（エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、南米出血熱、

ラッサ熱）に対する行政機関等における対応指針を整備することとし（注

14）、平成 27 年 9 月、ウイルス学、疫学、感染症の診療等の専門家及び

行政関係者による検討会議として「一類感染症に関する検討会」を設置

した。同検討会では、ウイルス性出血熱に関する行政の対応体制、患者

の移送、検体の採取と輸送、医療体制（医療機関における治療指針）、積

表 1－⑶ 
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極的疫学調査、消毒方法、広報、情報提供の在り方等について検討が行

われ、その結果、28 年 6 月に「ウイルス性出血熱への行政対応の手引き」

が取りまとめられた。あわせて、この手引きを補足する目的で、同検討

会で出された議論や意見について、今後も継続的に検討すべき課題を中

心に報告書として取りまとめられた。 

この報告書においては、今後も継続的に検討すべき課題として、①特

定及び第 1 種感染症指定医療機関に求められる要件、②感染症指定医療

機関における医療提供の在り方、③一般医療機関における対応、④情報

公開の在り方、⑤ウイルス性出血熱の病原体を保持していないことの確

認方法と退院の目安、⑥危機発生時における研究の実施体制、⑦外国人

への対応が挙げられている。 

（注）14 前出の「国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本方針」におい

て、「国内における感染防止対策及び在外邦人の安全対策の強化」に係る事項

の一つとして、1 類感染症についての行政機関等における対応方針を整備す

る旨が盛り込まれており、また、感染症対策強化基本計画においても、「国内

における感染症防止対策及び在外邦人の安全対策の強化」に係る事項の一つ

として、「ウイルス性出血熱への行政対応の手引き」等を作成し、医療関係団

体等の協力も得て、行政機関（検疫所、地方自治体・保健所・地方衛生研究

所）等におけるより迅速で適切な対応を促すことが定められている。  
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表 1－⑴－1 我が国における感染症の発生数の状況（平成 23 年から 27 年まで） 

（単位：人） 

分類 感染症名 平成23年 24 年 25 年 26 年 27 年 

1 類感染症  0 0 0 0 0 

2 類感染症 急性灰白髄炎 1 0 1 0 0 

結核 31,483 29,317 27,052 26,629 24,523 

小計 31,484 29,317 27,053 26,629 24,523 

3 類感染症 コレラ 12 3 4 5 7 

細菌性赤痢 300 214 143 158 156 

腸管出血性大腸菌感染症 3,940 3,768 4,044 4,151 3,573 

腸チフス 21 36 65 53 37 

パラチフス 23 24 50 16 32 

小計 4,296 4,045 4,306 4,383 3,805 

4 類感染症 Ｅ型肝炎 61 121 127 154 212 

Ａ型肝炎 176 157 128 433 243 

エキノコックス症（単包条虫） 3 2 2 0 2 

エキノコックス症（多包条虫） 22 15 18 28 25 

オウム病 12 8 6 8 5 

回帰熱 0 1 1 1 4 

Ｑ熱 1 1 6 1 0 

コクシジオイデス症 2 2 4 2 3 

重症熱性血小板減少症候群 ― ― 48 61 60 

チクングニア熱 10 10 14 16 17 

つつが虫病 462 436 344 320 422 

デング熱 113 221 249 341 293 

日本紅班熱 190 171 175 241 215 

日本脳炎 9 2 9 2 2 

ブルセラ症 2 0 2 10 5 

ボツリヌス症（食餌性） 0 2 0 0 0 

ボツリヌス症（乳児） 5 0 0 0 1 

ボツリヌス症（不明） 1 1 0 1 0 

マラリア（三日熱） 29 19 7 11 8 

マラリア（四日熱） 3 2 2 0 2 

マラリア（卵形） 1 4 2 4 1 

マラリア（熱帯熱） 44 40 29 42 26 

マラリア（不明） 1 7 7 3 3 

野兎病 0 0 0 1 2 

ライム病 9 12 20 17 9 
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類鼻疽 3 0 4 0 1 

レジオネラ症 818 899 1,124 1,248 1,592 

レプトスピラ症 26 30 29 48 33 

小計 2,003 2,163 2,357 2,993 3,186 

5 類感染症 アメーバ赤痢 814 932 1,047 1,134 1,109 

ウイルス性肝炎（Ｂ型） 200 186 236 188 206 

ウイルス性肝炎（Ｃ型） 36 38 30 27 35 

ウイルス性肝炎（その他） 14 12 20 11 14 

カルバペネム耐性腸内細菌科

細菌感染症 

― ― ― 314 1,671 

急性脳炎 258 371 369 459 511 

クリプトスポリジウム症 8 6 25 98 15 

クロイツフェルト・ヤコブ病 138 185 203 177 192 

劇症型溶血性レンサ球菌感染

症 

197 242 203 268 415 

後天性免疫不全症候群（無症

候性キャリア） 

961 871 977 951 876 

後天性免疫不全症候群（ＡＩ

ＤＳ） 

468 443 486 450 429 

後天性免疫不全症候群（その

他） 

106 124 123 137 126 

ジアルジア症 65 72 82 68 81 

髄膜炎菌性髄膜炎 12 15 2 ― ― 

侵襲性髄膜炎菌感染症 ― ― 23 37 34 

侵襲性インフルエンザ菌感染

症 

― ― 108 200 252 

侵襲性肺炎球菌感染症 ― ― 1,001 1,825 2,403 

水痘（患者が入院を要すると

認められるものに限る。） 

― ― ― 143 313 

先天性風しん症候群 1 4 32 9 0 

梅毒（早期顕症梅毒Ⅰ期） 141 160 217 337 776 

梅毒（早期顕症梅毒Ⅱ期） 291 315 475 620 982 

梅毒（晩期顕症梅毒） 54 48 66 81 90 

梅毒（先天梅毒） 6 4 4 10 13 

梅毒（無症候） 335 348 466 613 829 

播種性クリプトコックス症 ― ― ― 37 120 

破傷風 118 118 128 126 120 

バンコマイシン耐性腸球菌感 73 91 55 56 66 
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染症 

風しん 378 2,386 14,344 319 163 

麻しん 439 283 229 462 35 

薬剤耐性アシネトバクター感

染症 

― ― ― 15 38 

小計 5,113 7,254 20,951 9,172 11,914 

合 計 42,896 42,779 54,667 43,177 43,428 

（注）1 「感染症発生動向調査」（厚生労働省）に基づき当省が作成した。 

   2 各欄の数値は感染症の発生数を、「－」は発生数が不明であることを示す。 

   3 記載した感染症は、平成 23 年 1 月 1日から 27 年 12 月 31 日までの間に発生したものである。 

   4 重症熱性血小板減少症候群は、平成 25年 3月 4日から新たに感染症法の対象に追加された疾病である。 

   5 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症は、平成 26 年 9月 19 日から新たに感染症法の対象に追加され

た疾病である。 

   6 侵襲性インフルエンザ菌感染症、侵襲性髄膜炎菌感染症及び侵襲性肺炎球菌感染症は、平成 25 年 4月 1

日から新たに感染症法の対象に追加された疾病であり、髄膜炎菌性髄膜炎は、これら疾病との重複を避け

るため、感染症法の対象から削除された。 

   7 水痘（患者が入院を要すると認められるものに限る。）は、平成 26 年 9 月 19 日から新たに感染症法の

対象に追加された疾病である。 

   8 播種性クリプトコックス症は、平成26年9月19日から新たに感染症法の対象に追加された疾病である。 

   9 薬剤耐性アシネトバクター感染症は、平成 26 年 9月 19 日より定点把握対象疾患から全数把握対象疾患

となったものである。  
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図 1－⑴－2 我が国における 1 類感染症患者の発生例 

 

（注） 「ウイルス性出血熱―診療の手引き―」（平成 23 年度～25 年度厚生労働科学研究費補助金（新型インフル

エンザ等新興・再興感染症研究事業）。平成 28 年 3月改訂）による。 
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図 1－⑴－3 エボラ出血熱の概要 

 

（注）厚生労働省の資料による。  
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図 1－⑴－6 我が国においてエボラ出血熱への感染を疑い対応した事例 

 

（注）厚生労働省の資料による。 

 

 

図 1－⑴－7 海外における 1 類感染症等の発生状況 

 

（注）1 厚生労働省の資料による。 

   2  太線枠は当省が付した。 

- 18 -

（注）WHO Disease outbreak news等で報告された発症日（不明の場合は確定日又は報告日）に基づいた数を厚生労働省健康局結核感染症課において集計。 各数値は暫定値であり、変更される可能性あり。
※１： 疑い事例を含む。なお、確定事例は5例。 ※２：トルコ、イラン、ロシア、ウズベキスタン等のアフリカ、アジア、ヨーロッパで発生しており、年間50例以上の発生報告がある。
※３：ベネズエラにおいて2017年1月2日から2月26日までに疑い事例を含め57例（うち6例死亡）の報告あり。
※４：2010～2015年の報告数は世界全体で3248例（うち584例が死亡）。 ※５：年間10万～30万人の感染者が発生。 ※５：後に除外された1名を含む。

2017年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

症例数 死亡数 症例数 死亡数 症例数 死亡数 症例数 死亡数 症例数 死亡数 症例数 死亡数 症例数 死亡数 症例数 死亡数 症例数 死亡数 症例数 死亡数

一
類
感
染
症

エボラ出血熱 0 0 0 0 0 0 0 0 8※1 4※1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

コンゴ民主共和国 0 0 0 0 0 0 0 0 8※1 4※1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クリミア・コンゴ出血熱※２ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

痘そう（天然痘） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

南米出血熱
（アルゼンチン出血熱、ボリビア出血熱、
ベネズエラ出血熱※３、ブラジル出血熱）

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ペスト※４ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

マダガスカル - - - - - - - - - - - - - - 症例数：131 症例数：256

マールブルグ病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ラッサ熱※５ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

二
類
感
染
症
（一
部
）

急性灰白髄炎 （ポリオ） 3 － 2 － 1 － 8 － 16 － 8 － 8 － 5 － － － － －
パキスタン 1 － 1 － 0 － 0 － 0 － 1 － 0 － 2 － － － － －

アフガニスタン 2 － 1 － 0 － 1 － 0 － 1 － 1 － 0 － － － － －

コンゴ民主共和国 0 － 0 － 1 － 1 － 0 － 0 － 7 － 0 － － － － －

シリア・アラブ共和国※５ 0 － 0 － 0 － 6 － 16 － 6 － 0 － 3 － － － － －

重症急性呼吸器症候群
（SARS）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中東呼吸器症候群（MERS) 19 9 20 8 22 3 15 3 21 8 61 8 11 7 32 5 4 1 － －
サウジアラビア 19 9 20 8 20 2 13 3 18 8 60 8 10 7 30 5 4 1 － －

カタール 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － －

アラブ首長国連邦 0 0 0 0 1 1 1 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 － －

レバノン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 － －

オマーン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 － －

鳥インフルエンザ（H５N1) 0 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 － －

エジプト 0 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － －

インドネシア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 － －

鳥インフルエンザ（H7N9) 227 29 106 13 82 12 97 24 56 6 23 4 2 0 5 2 1 0 － －

中国（香港・マカオを含む） 225 29 106 13 82 12 97 24 56 6 23 4 2 0 5 2 1 0 － －

台湾 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － －

平成29年10月11日作成



 

 

図 1－⑴－8 ＭＥＲＳの発生状況 

 

（注）厚生労働省の資料による。 
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○ 2012年9月以降、アラビア半島諸国を中心に発生の報告がある重症呼吸器感染症で、2017年10月9日

WHO発表によると、 報告された診断確定患者数は2090名（うち、少なくとも730名死亡） 。

○ 患者が報告されている国：サウジアラビア、アラブ首長国連邦、ヨルダン、カタール、オマーン、クウェート、

イエメン

○ 輸入症例が報告されている国：アルジェリア、オーストリア、バーレーン、中国、エジプト、フランス、ドイツ、

ギリシャ、イラン、イタリア、レバノン、マレーシア、オランダ、フィリピン、韓国、

タイ、チュニジア、トルコ、英国、米国

厚生労働省健康局結核感染症課 平成29年10月10日作成

発生が報告されている中東諸国

サウジアラビア

アラブ首長国連邦

カタール

ヨルダン

イエメン

クウェート

中東呼吸器症候群（MERS)の発生状況（2012年9月以降）

オマーン
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表 1－⑴－11 感染症法に基づく感染症の分類 

感染症類型 性質 対象疾病 
該当 

疾病数 

1 類感染症 感染力、罹
り

患した場合の重篤性

等に基づく総合的な観点からみ

た危険性が極めて高い感染症 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血

熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マ

ールブルグ病、ラッサ熱 

7 

2 類感染症 感染力、罹
り

患した場合の重篤性

等に基づく総合的な観点からみ

た危険性が高い感染症 

急性灰白髄炎、結核、ジフテリア、重

症急性呼吸器症候群（病原体がベータ

コロナウイルス属ＳＡＲＳコロナウ

イルスであるものに限る。）、中東呼

吸器症候群（病原体がベータコロナウ

イルス属ＭＥＲＳコロナウイルスで

あるものに限る。）、鳥インフルエン

ザ（Ｈ5Ｎ1）、鳥インフルエンザ（Ｈ

7Ｎ9） 

7 

3 類感染症 特定の職業への就業によって感

染症の集団発生を起こし得る感

染症 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸

菌感染症、腸チフス、パラチフス 

5 

4 類感染症 動物、飲食物等の物件を介して

感染する感染症 

Ｅ型肝炎、Ａ型肝炎、マラリア、エキ

ノコックス症、ジカウイルス感染症、

重症熱性血小板減少症候群（病原体が

フレボウイルス属ＳＦＴＳウイルス

であるものに限る。）、チクングニア

熱、つつが虫病、日本紅斑熱、デング

熱、レジオネラ症、レプトスピラ症等 

44 

5 類感染症 国が感染症発生動向調査を行

い、必要な情報を一般国民等に

提供・公開していくことが必要

な感染症 

インフルエンザ（鳥インフルエンザ及

び新型インフルエンザ等感染症を除

く。）、後天性免疫不全症候群、梅毒、

麻しん、アメーバ赤痢、カルバペネム

耐性腸内細菌科細菌感染症、急性脳炎

（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳

炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日

本脳炎、ベネズエラウマ脳炎及びリフ

トバレー熱を除く。）、劇症型溶血性

レンサ球菌感染症、侵襲性肺炎球菌感

染症、風しん等 

46 

新型インフ

ルエンザ等

感染症 

新たに人から人に伝染するよう

になったインフルエンザ又はか

つて流行したインフルエンザが

新型インフルエンザ、再興型インフル

エンザ 

2 
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再興したものであって、全国的

かつ急速なまん延により国民の

生命及び健康に重大な影響を与

えるおそれがあるもの 

指定感染症 1～3 類に準じた対応の必要が生

じた感染症 

（該当なし） 0 

新感染症 既知の感染症と症状等が明らか

に異なり、その伝染力及び罹
り

患

した場合の重篤度から判断した

危険性が極めて高い感染症 

（該当なし） 0 

（注）1 厚生労働省の資料に基づき当省が作成した。 

   2 平成 29 年 10 月現在の分類である。 

   3 5 類感染症は、平成 15 年の感染症法改正により追加されたものである。 

   4 新型インフルエンザ等感染症は、平成 20 年の感染症法改正により追加されたものである。 
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表 1－⑴－12 検疫感染症の関係法令 

○ 検疫法（昭和 26 年法律第 201 号）＜抜粋＞ 

  （検疫感染症） 

第 2条 この法律において「検疫感染症」とは、次に掲げる感染症をいう。 

一  感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成十年法律第百十四号）

に規定する一類感染症 

二  感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に規定する新型インフルエ

ンザ等感染症 

三  前二号に掲げるもののほか、国内に常在しない感染症のうちその病原体が国内に侵入

することを防止するためその病原体の有無に関する検査が必要なものとして政令で定め

るもの 

 

○ 検疫法施行令（昭和 26 年政令第 377 号）＜抜粋＞ 

（政令で定める検疫感染症） 

第 1条  検疫法 （以下「法」という。）第二条第三号の政令で定める感染症は、ジカウイル

ス感染症、チクングニア熱、中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属ＭＥＲ

Ｓコロナウイルスであるものに限る。別表第二において単に「中東呼吸器症候群」という。）、

デング熱、鳥インフルエンザ（病原体がインフルエンザウイルスＡ属インフルエンザＡウ

イルスであつてその血清亜型がＨ5Ｎ1又はＨ7Ｎ9であるものに限る。同表において「鳥イ

ンフルエンザ（Ｈ5Ｎ1・Ｈ7Ｎ9）」という。）及びマラリアとする。 

（注）下線は当省が付した。 

 

 

表 1－⑴－13 検疫感染症の種類 

検疫法の分類 感染症法の分類 感染症の種類 

第 2条第 1号 1 類感染症 エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南

米出血熱、ペスト、マールブルク病、ラッサ熱 

計 7種類 

第 2条第 2号 新型インフルエンザ

等感染症 

新型インフルエンザ、再興型インフルエンザ 

計 2種類 

第 2条第 3号 2 類感染症 ＭＥＲＳ、鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1）、鳥インフル

エンザ（Ｈ7Ｎ9） 

計 3種類 

4 類感染症 ジカウイルス感染症、チクングニア熱、デング熱、マ

ラリア 

計 4種類 

（注）検疫法及び感染症法に基づき当省が作成した。 
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表 1－⑵－1 訪日外国人旅行者数・出国日本人数の推移（昭和 39 年から平成 28 年まで） 

 

（注）日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の資料による。 
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図 1－⑵－2 「明日の日本を支える観光ビジョン」（平成 28 年 3 月 30 日明日の日本を支える観

光ビジョン構想会議決定）の概要 

 

（注） 「明日の日本を支える観光ビジョン」（平成 28 年 3 月 30 日明日の日本を支える観光ビジョン構想会議決

定）の概要資料による。 
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表 1－⑶ 感染症指定医療機関の種類等 

区分 指定権限者 担当する感染症の類型 配置基準 

特定 厚生労働大臣 

・新感染症 

・1類感染症 

・2類感染症 

・新型インフルエンザ等

感染症 

なし 

第1種 

都道府県知事 

・1類感染症 

・2類感染症 

・新型インフルエンザ等

感染症 

原則として都道府県ごとに1か所指定、

病床数は2床 

第2種 

・2類感染症 

・新型インフルエンザ等

感染症 

原則として二次医療圏ごとに1か所指

定、病床数は二次医療圏の人口に応じ

た次の病床数 

・30万人未満：4床 

・30万人以上100万人未満：6床 

・100万人以上200万人未満：8床 

・200万人以上300万人未満：10床 

・300万人以上：12床 

（注）1 感染症法、「感染症の予防の総合的な推進を図るための基本的な指針」（平成 11 年厚生省告示第 115 号）

及び「感染症指定医療機関の指定について」（平成 11 年 3 月 19 日付け健医発第 457 号厚生省保健医療局

長通知）に基づき当省が作成した。 

   2 「特定」は特定感染症指定医療機関、「第 1 種」は第 1 種感染症指定医療機関、「第 2 種」は第 2 種感染

症指定医療機関である（後掲の図表において同じ。）。 

   3 「配置基準」欄は、「感染症指定医療機関の指定について」に定められた第 1 種病室又は第 2 種病室の

病床数の基準に基づき、その内容を記載した。 

     なお、特定感染症指定医療機関については、国が直接指定するため、病床数の基準はない。 
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